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　９月定例会は、９月４日から20日までの17日間の会期で開かれ、平成29年度決算認定のほかに、条例の
一部改正や補正予算など38議案を可決、ただし農業研修宿泊施設整備事業についての付帯意見が出された。
　一般会計決算は、３億9,068万円の黒字（翌年度へ繰り越し）。国民健康保険特別会計・介護保健特別会
計等の決算もそれぞれ黒字。預貯金となる基金の残高は、43億5,100万円、借金となる町債の残高は、
231億9,211万円（水道事業は除く）であり、賛成11反対３で認定した。
　また、議員提出５議案のうち、４議案を可決し１議案を否決した。

　農業研修宿泊施設事業については、議会内でも当初予算段階からさまざまな議論が交わされてきた。平成
29年度末に施設が完成し、30年度当初に研修生の募集が開始される。施設の効果的利活用を願い、農林建
設常任委員会から総務常任委員会を経て、本会議において付帯意見が示された。

歳入 117 億 ５ 千万円　歳出 113 億 ６ 千万円

特に議論となった事業

農業研修宿泊施設に付帯意見
一般会計歳入歳出決算　認定

　平成29年度事業で、農業研修生のための宿泊施設が巨費を投じて完成した。この宿泊施設が、
効果的に利・活用されるよう、特段の努力を希望する。

付帯意見

議案第104号
平成29年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について

廊下

倉庫

トイレ 単身 単身 単身 単身世帯用 倉庫

世帯用１　単身用４

改修等に総額約7,300万円かかった農業研修宿泊施設（旧以西小学校）
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農業研修宿泊施設に付帯意見
一般会計歳入歳出決算　認定

討 論
反対（高塚 勝）
　同和対策事業については一向に改善していな
い。農業研修宿泊施設も、新築の２倍３倍かか
るなど、町民の理解は得られないと思い反対。

賛成（手嶋 正巳）
　赤字にはなっていないが、非常に厳しい決算
で、付帯意見もつけられており、執行部は十分
認識して鋭意努力していただきたいと思い賛成。

反対（福本まり子）
　役場臨時・パート職員に対する待遇で大変不
合理な格差が生じていると思う。改善を願って
反対。

賛成（新藤 登子）
　監査意見書でもさまざまな意見があった。付
帯意見もあり、そのことを踏まえて努力してい
ただくことをお願いして賛成。

反対（青亀 壽宏）
　同和対策関連の支出と、農業研修生の宿泊施
設で総合的な農業研修制度の確立を無視して、
箱物先行では容認できないので反対。

賛成（押本 昌幸）
　個々に関しては問題があるが、おおむね賛成。

９月
定例議会

トイレ設置について
� 議論が集中

社会教育課・福祉あん
しん課・子育て健康課
の３課が関わる「こと
うら健康寿命延伸事
業」のひとつとして設
置された「どんぐりひ
ろば」

議案第106号
平成29年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について

反対（青亀 壽宏）
　担当者の努力は認めるが、その努力ではどう
にもならなくなっている。積年の膿がたまって
大変な状況である。議会に設置された特別委員
会で論議を進めているが、あえて反対。

賛成（前田 敬孝）
　自治体職員には非常にデリケートな任務だと
思う。今後はより現実的な回収率または回収金
額を設定していただき、努力をお願いして賛成。

反 対

3
賛 成

11

反対（高塚 勝）
　この会計の収入（債権の回収率）は88％が
滞納となっている。抜本的な改革をしないとい
つまでたっても解決しない。職員の努力は認め
るが、抜本的な改革がなされていないので反対。 ※住宅新築資金等貸付事業は同和対策事業特別措置

法により実施された貸付事業であるが現在は回収のみ

反 対

3
賛 成

11
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
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賛成 反対

議案第104号 平成29年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について 可決 11 3 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 議

議案第106号 平成29年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 可決 11 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 議

請願第３号 沖縄県による「辺野古沿岸埋め立て承認撤回の意志」を尊重するよう日本政府に求める意見書の提出に
ついて

不採択
※

7 7 × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ × × 欠 議

※　賛成・反対同数のため、議長採決により不採択となった。

議案第７号 琴浦町同和対策に係る固定資産税の減免措置の廃止を前提とした見直しを求める決議の提出について 否決 5 9 × ○ × ○ ○ × × × ○ × × ○ × × 欠 議

議案第６号 2025年国際博覧会の誘致に関する決議の提出について 可決 12 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 議

陳情第３号 臓器移植の環境整備を求める陳情書 不採択 3 11 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × 欠 議

議案第88号 琴浦町臨時的任用職員の勤務条件等に関する条例の一部改正について 可決 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決した。○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長

30年請願第３号
沖縄県による「辺野古沿岸埋め立て承認撤回の意志」を尊重するよう日本政府に求める意見書提出についての請願

反対（桑本 始）
　辺野古移設は、沖縄県民を含む日本国民の安
全にかかっている。基地の移設を含む外交、安
全保障政策は本来国の専決事項である。

賛成（青亀 壽宏）
　沖縄の民意を尊重する意見を政府に届けるの
は、地方自治体の議会として当然の責務である。

賛成（押本 昌幸）
　沖縄県の日本政府に対する要求は当然で、地
方自治として尊重されるべきである。

賛成（高塚 勝）
　沖縄県が県民の意見として全国の皆さんに採
択を要請しておられるので、採択して国に意見
書を送るべき。

反 対

7
賛 成

7
賛成・反対同数のため、�

議長採決により不採択となった。

議員提出議案第７号
琴浦町同和対策に係る固定資産税の減免措置の廃止を前提とした見直しを求める決議の提出について

賛成（青亀 壽宏）
　町民が、合理的で納得のいく制度なのかとい
えば、疑問があるのではないか。町長の専権事
項なので、議会の議員の意見もふまえながら前
向きに検討することは当然の責務である。

反対（前田 智章）
　固定資産税の見直しは、町長が町民全体の状
況を踏まえて把握し法律及び町税条例に基づ
き提案されるもの。このような決議には反対。

反対（川本 正一郎）
　同和対策事業は必要だと思っている。税は、
公平・公正が大原則であるが、合併前から条例・
要綱に従って今日まで進められてきた。いきなり
廃止を前提ということには反対。見直しには賛成。

賛成（大平 高志）
　要綱のなかに生活環境等の安定・向上が阻害
されている地域と決めつけ、減免する行為その
ものが差別を固定化する。また、困っておられ
る方は町内にさまざまおられる。そのような方
も減免になるだろうか。現状はそうではない。
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
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議案第104号 平成29年度琴浦町一般会計歳入歳出決算認定について 可決 11 3 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 議

議案第106号 平成29年度琴浦町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 可決 11 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 欠 議

請願第３号 沖縄県による「辺野古沿岸埋め立て承認撤回の意志」を尊重するよう日本政府に求める意見書の提出に
ついて

不採択
※

7 7 × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ × × 欠 議

※　賛成・反対同数のため、議長採決により不採択となった。

議案第７号 琴浦町同和対策に係る固定資産税の減免措置の廃止を前提とした見直しを求める決議の提出について 否決 5 9 × ○ × ○ ○ × × × ○ × × ○ × × 欠 議

議案第６号 2025年国際博覧会の誘致に関する決議の提出について 可決 12 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 議

陳情第３号 臓器移植の環境整備を求める陳情書 不採択 3 11 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × 欠 議

議案第88号 琴浦町臨時的任用職員の勤務条件等に関する条例の一部改正について 可決 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決した。○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長

反対（澤田 豊秋）
　同和対策事業は、部落差別をなくすためのひ
とつの手段である。現在もさまざまな差別が後
を絶たない。平成27年の「琴浦町人権と生活に
関する調査」では、生活に対する充実度も低い
傾向にあるという結果が出ており、このような
状況の中での廃止を前提とした見直しには反対。

反対（桑本 賢治）
　本制度ができた歴史的背景と、現状を十分理
解する必要があると思う。いきなり廃止を前提
は時期尚早であり反対。

反対（福本まり子）
　「部落差別解消推進法」ができ、国及び地方
公共団体の責務もある。第６条に部落差別の実
態調査が明記されている。同法ができて２年に
なるが、この間調査をやろうという機運が町の
行政に見られない。そういう意味もこめて時期
尚早ということで反対。

賛成（押本 昌幸）
　この減免措置は、歴史的背景により、経済力
の育成支援をしなければならない人に対しての
減免措置であるにもかかわらず、評価額がどう
のこうのではいつまでたっても解決しない。見
直しをしようとする以上は、廃止も見据えての
ことと考え賛成。

議員提出議案第６号
2025年国際博覧会の誘致に関する決議の提出について

反対（青亀 壽宏）
　万博の理念そのものに反対しているわけで
はない。万博とセットでカジノを誘致し、これ
を大阪の成長戦略の切り札としようとしてお
り反対。

賛成（川本 正一郎）
　鳥取県は関西圏だと思っている。多くの人が
訪れれば鳥取県の農産物の販売につながる大
きなチャンスでもあり、また、県議会も決議し
ていると聞いており協力・支援すべきである。

※討論の続きは次頁へ

反 対

9
賛 成

5

条例とは「琴浦町税条例」、要綱とは「琴浦町同
和対策に係る固定資産税の減免措置要綱」を指す。

提案者 高塚勝、賛成者 青亀壽宏で提案
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反対（押本 昌幸）
　万博による外国人観光客の増加等の相乗効
果はそれほど期待できないと思う。上からおり
てきたものをそのまま受けるのでなく、それぞ
れが考えるべきで自分は反対。

賛成（高塚 勝）
　大阪万博を自分は体験した。すばらしかっ
た。日本の歴史や文化や、人間をアピールする
絶好の機会だと思う。ぜひ関西に誘致してすば
らしい博覧会になることを願って賛成。

反 対

2
賛 成

12

賛成（高塚 勝）
　臓器移植に関してはいろいろ問題になってい
る。ドナーを待っておられる人はたくさんおら
れるので採択すべき。

反対（青亀 壽宏）
　我が国で臓器移植や再生医療を発展させる
ことは当然やらなければならないが、特定の国
を排除するような陳情は不採択にすべき。

反対（押本 昌幸）
　特定の国を阻害するような陳情には、人道的
立場から不採択。

30年陳情第３号
臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書

反対（前田 敬孝）
　我が国は他の国とは異なる宗教的・倫理的価値
観があり、現時点では時期尚早。

賛成（桑本 賢治）
　問題はあるにしても、臓器移植が希望される
方にできるよう法整備ができればと思う。

反 対

11
賛 成

3

　町立保育園及びこども園を幼保連携型認定こども園に移行するために必要な人材確保の観点から、幼稚園
教諭免許状と保育士資格の両方を所持する保育士を新たに「保育教諭」と位置付け、月額賃金を新設する改正。

議案第88号
琴浦町臨時的任用職員の勤務条件等に関する条例の一部改正について

反対（高塚 勝）
　保育士と幼稚園教諭免許をもっておられる
方にアップすることは賛成だが、根本的にもっ
とアップすべき。一般事務職の臨時職員につい
ても見直しが不十分。

賛成（川本 正一郎）
　その職種が、資格が必要なものについては、
一定の有資格者の扱いとして賃金格差があるべ
きであり賛成。

反 対

1
賛 成

13
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番　　号 件　　名 提 出 者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

請願第３号

　沖縄県による
「辺野古沿岸埋め
立て承認撤回の意
志」を尊重するよ
う日本政府に求め
る意見書提出につ
いての請願

沖縄と連帯するとっとりの会
共同代表　石田　正義
　　　　　一盛　真
　　　　　伊藤　英司

　主権在民の憲法原理と
1999年の地方自治法改正の
本旨に添って、沖縄県による
「辺野古沿岸埋め立て承認撤
回の意志」を尊重するよう日
本政府に求める。

総務 不採択 不採択

陳情第２号
　医療機関の診療
録開示請求手数料
に係る指針につい
て（陳情）

倉吉市新田
足羽　佑太

　厚生労働省は特定機能病院
に対するスクリーニング調査に
とどまらず、全国の医療機関に
おける診療録開示に係る手数
料や、開示手続き設定の妥当性
等について、実態を調査するこ
と。その上で、法ないしその施行
規則などに、開示手数料等の上
限額や基準を設定すること。

教育民生 採択 採択

陳情第３号
　臓器移植の環境
整備を求める意見
書の採択を求める
陳情書

移植ツーリズムを考える会
理事　井田　敏美

　国は、臓器移植を、国民に
とって安全で身近なものとし
て定着させるため、早急に対
策すること。

教育民生 不採択 不採択

陳情第４号

　教職員定数改善
と義務教育費国庫
負担制度2分の１
復元をはかるため
の、2019年度政
府予算に係る意見
書採択の要請につ
いて

鳥取県教職員組合
中部支部長
尾﨑　豊久

　地方教育行政の実情を十分
に認識され、地方自治体が計
画的に教育行政を進めること
ができるようにするために、計
画的な教職員定数改善を推進
すること。また、教育の機会
均等と水準の維持向上をはか
るため、義務教育費国庫負担
制度の負担割合を２分の１に
復元すること。

教育民生 採択 採択

陳情第５号
　琴浦町カウベル
ホールの運営存続
と早期改修につい
て

琴浦町カウベルホールを守る会
代表　四門　隆

　カウベルホールの運営存続
と早期改修を求めるとともに、
利用者の意見集積、運営方法
の検討、及び「琴浦町文化芸術
振興ビジョン」の策定を求める。

教育民生 継続審査 継続審査

陳情第６号
　地方自治法第
99条に係る意見
書の提出について
（陳情）

倉吉市新田
足羽　佑太

　国は、地方議会から提出さ
れた意見書について、関係行
政庁等に回答（努力）義務を
課し、国会に対するものにあっ
ては、その内容の是非を審議
することを明記するなど、法に
基づく意見書の実効性を担保
する方法を検討すること。

総務 継続審査 継続審査

　８月23日、臨時会が開かれ、①下水道事業特別会計補正予算（第２号）※債務負担行為の補正②建設
工事委託に関する協定の締結（公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定）１億2,720万円③
建設工事請負契約の締結（ヨナガケ川改修工事７工区）6,025万円が提案され、①③については全会一致、
②については反対１、賛成14で可決した。
※債務負担行為とは　�１つの事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても「負担＝支出」をしなければならない場合に、

あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。

８月23日

臨 時 会

○�９月定例会に提案された教育委員会委員人事で、森田澄恵氏の任命につき無記名投票を行い、無効１票、反
対１票、賛成12票で同意した。

◆◆ 人 　事 ◆◆

請願・陳情
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　９月12日に委員会を開催し、各課から説明を受け、委員会に関連
した一般会計と４件の特別会計決算、陳情４件を審査した。自由討議
のあと、いずれの決算も「認定すべき」と決したが、「臓器移植の環
境整備を求める」陳情については不採択、「カウベルホールの運営存
続に関する」陳情については、陳情者から実情を聞き、継続審査とした。

　

�「
学
校
見
守
り
隊
」
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　

�

各
学
校
に
５
人
～
10
人
。

　

�

い
じ
め
問
題
の
調
査
に

何
ヶ
月
も
時
間
が
か
か
る

の
か
。

　

�

年
度
内
に
は
報
告
で
き
る

と
思
う
。

　

�

ふ
る
さ
と
納
税
で
購
入
し

た
備
品
に
、
表
示
シ
ー
ル

を
張
り
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
�

検
討
は
し
て
み
た
い
。

　
�
公
共
施
設
の
検
討
を
す
る

中
で
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
と

他
の
２
つ
の
ホ
ー
ル
も
検

討
し
て
ほ
し
い
。

　

�

無
作
為
抽
出
し
た
町
民
か

ら
意
見
を
伺
う
よ
う
に
し

て
い
る
。
今
後
評
価
シ
ー

ト
を
参
考
に
し
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

QＡQＡQＡQＡ
【給食試食】
給食センターの視察
を行い、その後、浦安
小学校を訪ね、食育指
導を受けながら、児童
と同じ献立の給食を
試食した。

委員会の活動

①�８月７日、三朝町で鳥取県町村議会広報研修会が行われ、議会広
報クリニックを受けた。
②�10月９日、東京都砂防会館別館において、全国の町村議会広報
研修会が行われ「読み手に伝わる文章の書き方」、「デザインの力
で、もっと伝わる議会広報誌に」、「最優秀賞及び優秀賞作に見る 
光彩を放つ編集力」の３つのテーマについて学んだ。
　以上の研修会で学んだことをいかして、「住民に読まれ伝わる」
広報紙を目指して、委員一同決意を新たにした。

広報常任委員会� 委員長　澤田 豊秋

現地視察の様子

　９月14日に委員会を開催し、付託された平成29年度一般会計の決算および各財
産区特別会計決算について審査した。一般会計決算は賛成多数で認定となった。付
託された請願については不採択、陳情については継続審議となった。また所管各課
から議案関連と報告事項の説明を受け、下記の通り活発な意見があった。
・�防災会議を開催し、琴浦町地域防災計画改定を早急に進めること。
・�公共施設（公園等も含む）の管理について、統一した観点から委託料なども示す
べきである。
・�熱中小学校事業の進捗状況を全員協議会で説明してほしい。　
・�「まちネット」としての活動が不透明。各地域活動が重要。
・�地域おこし協力隊などにより、動画を活用した情報発信をしてほしい。
・�次年度以降のバス路線等の運行は大きな問題なので、全員協議会で説明をしてほしい。
・�２つの道の駅の空き店舗の利用促進をすべきである。
・�移住定住対策施設（お試し住宅）の今後の在り方と利用促進をすること。

総務常任委員会� 委員長　川本 正一郎

水防倉庫（山田）

備蓄倉庫（逢束）

砂防会館での研修

教育民生常任委員会� 委員長　大平 高志
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　７月26日、全議員で構成される委員会を開催した。平成30年３月31日現在、税金、保険料、負担金、保育
料、住宅家賃、水道料、下水道、住宅新築資金、奨学金、学校給食費等、３億８千万円あまりの滞納がある。
　各担当課より、滞納と回収について、現在の取組み状況の聞き取りを行い、議会としても滞納解消に協力し
ていくことを確認した。委員からは、国民健康保険税と国民健康保険料の違い・時効について・水道の給水停
止・タイヤロック・家賃滞納裁判・中部広域連合委託と町の連携・不能欠損等について話し合いを行なった。

先進地事例調査のため行政視察を実施した
【佐賀県白

し ろ

石
い し

町
ちょう

　開かれた議会「議会出前講座」】
　白石町では議会基本条例に基づき、開かれた議会を
目指して、議員３～５人が一組となり老人会、婦人会
などと、「座談会」を開催。また、特定のテーマにつ
いて、10人以上の団体から座談会の依頼があるごと
に、対応している。

【福岡県川
か わ

崎
さ き

町
ま ち

　「通年議会」】
　川崎町では平成24年から「通年議会（通年会期）」
を実施されており、議会報告会ではあらかじめ決めら
れたテーマについて、住民団体などと懇談会を開いた
り、議会の活動をアピールするため、本会議や委員会
の開催日程を庁舎入り口に掲示している。

【総括】
　琴浦町でも、議会に対する町民の意識は変化してき
ており、議員定数や報酬など、議会運営に対し厳しい
視線が向けられるようになってきている。議員全員が
一丸となって議会改革を進めなければならない。議会
のさまざまな情報提供に努めるとともに、町民のみな
さまからの意見・提言なども参考に、じっくりと議論
を重ね、議会改革の前進を図ることが重要であると考
える。

白石町

川崎町

【現地視察】（左写真を参照）
　中間管理機構を活用して基盤整備
を行う予定である森藤工業団地の跡
地および平和地区の遊休農地の現地
視察を行うとともに、「畜産クラス
ター事業」による施設整備の補助対
象となっている（有）岸田牧場の田中
徳行社長から、斬新的な「乳肉同源」
の取組みついて話を伺った。

　９月13日、各担当課および農業委員会
から29年度決算や補正予算などの聞き取
りとともに、付託された一般会計決算の該
当部分や関連事業の会計等について審査を
行った。
　それぞれの特別会計決算は全会一致で認
定。一般会計決算の分割審査のうち、旧以
西小学校の農業研修宿泊施設については、
「有効利用に特段の努力を希望する」を付
帯意見とし、総務常任委員会に報告した。

農林建設常任委員会
� 委員長　青亀 壽宏

議会運営委員会� 委員長　前田 智章

※１「中間管理機構」
　耕作者がいない農地の所有者などから農地を借り受けて再生・整備し、
経営規模拡大を目ざす農業者にまとめて貸し出す組織。 農地の「中間的
受け皿」の役割を担うもの。
※２「畜産クラスター事業」
　県内の酪農生産基盤強化を図るための国庫補助事業で、畜産農家をはじ
め、地域の関係者が連携してクラスター（ぶどうの房）のように一体的に
結集することで、地域ぐるみで高収益型の畜産を実現するための体制のこ
と。（とりネットより引用）

町税等滞納問題調査特別委員会� 委員長　高塚 勝
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一 般 質 問

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

質 問 議 員 質　問　事　項 掲載ページ

通告１番
高塚　　勝

①政治姿勢について 
②防災について 11

通告２番
澤田　豊秋

①防災減災対策について
②会計年度任用職員制度移行に伴う取り組みについて
③道の駅琴の浦周辺整備について

12

通告３番
押本　昌幸

①橋梁検査等について
②琴浦町の出生率について
③大山町（西部）とのネットワーク（鳥取県警琴浦大山警察署管内）

13

通告４番
手嶋　正巳

①自伐型林業について
②「スマホ認知症 」について 14

通告５番
前田　敬孝

①AED（自動体外式除細動器＝以下AED）の導入・管理・運用について
②廃校となった小学校の校舎などの跡地施設の利活用について 15

通告６番
青亀　壽宏

①次世代を担う子ども達の支援の取り組みを
②来年度に向けて時代に合わせた役場の機構改革に着手すべきではないか 16

通告７番
福本まり子

①子育てと働き方について
②防災対策について 17

通告８番
大平　高志

①空き家・廃屋対策について
②定住対策について
③同和対策について

18

通告９番
角勝　計介

①障がいのある人にとって、やさしい町づくりとは
②防犯対策について 19

通告10番
川本正一郎

①安心・安全について
②農林水産業の振興について 20

通告11番
井木　　裕

①町道高野線の改良工事について
②赤碕漁業振興について
③町長の政治姿勢は

21

通告12番
桑本　　始

①子育て複合介護（家族を襲う多重ケア）について
②古布庄「郷の駅」拠点整備について〔新たな複合機能（小さな拠点）構想〕 22

※青字は、本紙では省略

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長か
ら「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機
関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うものです。
本町会議の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）です。
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
長
・
教
育
長
の
政
治

姿
勢

　
　
　
政
治
家
や
行
政
職
員
の「
口
利
き
」

や「
忖そ
ん
度た
く
」が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

① 

直
接
、
町
長
や
教
育
長
に
対
し
て
、
個

人
や
団
体
か
ら
の
「
要
望
」
や
「
口
利

き
」は
、ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

② 

役
場
職
員
に
対
し
て
、
個
人
や
団
体
か

ら
「
要
望
」
や
「
口
利
き
」
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
 　

県
は
一
定
の
公
職
に
あ
る
者
か
ら
の

提
言
、
要
望
、
意
見
に
関
す
る
取
扱
い

要
領
が
あ
る
が
、
町
も
つ
く
る
べ
き
で

は
。

③ 

忖そ
ん

度た
く

（
相
手
の
顔
色
を
伺
い
真
意
を
推

し
量
る
）
に
つ
い
て
、
町
長
自
身
、
教

育
長
自
身
の
考
え
は
、
ま
た
、
職
員
に

は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

小
松
町
長

答① 

文
書
で
の
要
望
等
は
、
文
書
で
回
答
し

て
い
る
。

② 

準
備
が
で
き
て
い
る
の
で
早
速
や
り
た

い
。

③ 

国
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
違

法
的
な
こ
と
を
や
っ
た
り
す
る
こ
と

は
、
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答
　

町
長
答
弁
と
同
様
で
あ
り
、
公
務
員
は

法
令
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
お
り
、
要
望

が
妥
当
な
も
の
は
、
検
討
し
対
応
す
る
。

防
災
に
つ
い
て

　
　
　
①
町
の
防
災
計
画
は
、
大
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
不
十
分
な
部
分

　

 

が
あ
る
た
め
、
平
成
29
年
３
月
議
会
で

平
成
29
年
度
中
に
見
直
し
す
る
と
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
見
直
し
さ
れ
て
い
な

い
、
な
ぜ
か
。

② 

高
齢
者
、
身
障
者
、
女
性
、
ペ
ッ
ト
同

伴
、
車
中
泊
、
原
発
避
難
者
等
に
対
す

る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
て

い
る
か
。

③ 

災
害
対
応
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
べ
き

で
は
。小

松
町
長

答① 
県
の
河
川
氾
濫
水
域
デ
ー
タ
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
業
の
遅
れ
に
よ
り
、
防

災
計
画
の
見
直
し
が
遅
れ
て
い
る
が
、

12
月
中
に
は
完
了
す
る
。

② 

「
地
域
防
災
計
画
」
に
記
載
さ
れ
る
内

容
で
、
案
は
で
き
て
お
り
防
災
会
議
で

決
定
し
、
配
布
す
る
。

③ 

ド
ロ
ー
ン
は
、
操
作
技
術
が
必
要
で
あ

り
、
外
部
に
委
託
し
た
方
が
良
い
と
考

え
る
が
、必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

検
討
す
る
。

　
　問

　
　問

高塚 勝　議員

問 口利き対応は

答 法令に基づき対応

現町防災計画・マニュアル 近年注目のドローン
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一 般 質 問 一 般 質 問

防
災
減
災
対
策

　
　
　
住
民
が
支
え
合
い
、助
け
合
っ
て
、

自
分
た
ち
が
地
域
を
守
る
と
い

う
、
自
主
防
災
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

① 

現
在
の
整
備
状
況
は
。

② 

西
日
本
豪
雨
で
、
愛
媛
県
大
洲
市
三
善

地
区
の
区
長
が
「
避
難
カ
ー
ド
を
首
に

か
け
て
避
難
し
て
！
」
と
呼
び
か
け
て

一
人
の
犠
牲
も
出
な
か
っ
た
。
本
町
も

災
害
避
難
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
。

③ 
社
会
福
祉
協
議
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

い
か
し
な
が
ら
、
役
場
と
連
携
し
て
地

域
で
支
え
合
い
の
再
構
築
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

④ 

防
災
無
線
で
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
弱
い
立
場
に
立
っ
た
住
民
に
わ
か

り
や
す
い
情
報
の
伝
達
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

小
松
町
長

答① 

行
政
区
は
157
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
は

51
集
落
、
32
・
５
％
の
整
備
状
況
で
あ

る
。

② 

「
避
難
カ
ー
ド
」
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

③ 

公
助
の
限
界
が
あ
る
と
こ
ろ
を
カ
バ
ー

す
る
の
は
、
や
は
り
自
主
防
災
組
織
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

④ 

災
害
時
の
情
報
伝
達
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
技
術
が
進
ん
で
お

り
、
い
ろ
ん
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
導
入

制
度
発
足
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

問
　

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
※
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
始
ま
る
。
制
度
発
足
に
向

け
て
、
基
本
的
な
考
え
方
と
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

ま
ず
は
実
態
調
査
を

小
松
町
長

答
　

制
度
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
く
て

は
と
思
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
実
態
を
調
査

し
て
制
度
設
計
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
周

り
の
市
町
の
様
子
も
見
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

道
の
駅
琴
の
浦

周
辺
整
備

周
辺
整
備
の
充
実
を

図
る
べ
き
で
は

問
　
い
よ
い
よ
今
年
度
内
に
は
、「
重
点
道

の
駅
」
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
が
開
通
す

る
。
こ
の
機
会
に
町
の
案
内
板
、
あ
る
い

は
情
報
シ
ス
テ
ム
等
、
周
辺
整
備
の
充
実

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

小
松
町
長

答
　

案
内
板
で
誘
導
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
道
の
駅
の
一
つ
の
使
命
と
し

て
情
報
伝
達
が
あ
り
、
現
在
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

動
画
等
の
整
備
を

問
　
き
め
細
か
な
看
板
の
整
備
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
な
動
画
等
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

画
像
で
知
ら
せ
る
こ
と
は

大
事 

小
松
町
長

答
　

町
の
案
内
、
情
報
を
画
像
で
知
ら
せ
る

こ
と
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
う
。
材
料
は

あ
る
。 

　
　問

※
　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

　

自
治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
が
主
旨
で
、
給
料
ま
た
は
報
酬

の
水
準
、
手
当
支
給
（
期
末
手
当
）、
休

暇
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
適
正
な
任
用
・

勤
務
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
が
主
眼
。

澤田 豊秋　議員

問 自主防災組織の整備充実を

答 現在51集落で整備
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一 般 質 問 一 般 質 問

坂
ノ
上
橋
・
ご
り
ん
橋
の
橋

梁
検
査
結
果
等
に
つ
い
て

　
　
　
箆
津
の
９
号
線
上
に
あ
る
「
坂
ノ

上
橋
」
と
八
橋
小
へ
の
通
学
路
、

避
難
路
と
も
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
上

の
「
ご
り
ん
橋
」
の
橋
梁
検
査
の
結
果
は

ど
う
か
。
そ
し
て
周
辺
の
文
化
財
は
。

小
松
町
長

答
　

橋
梁
検
査
は
法
律
に
基
づ
い
て
検
査
を

し
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
４
分
類
が
あ
る
。
坂
ノ

上
橋
は
Ⅱ
の
「
予
防
保
全
段
階
」
ご
り
ん

橋
は
Ⅲ
の
「
早
期
措
置
」
で
あ
る
。
坂
ノ

上
橋
に
つ
い
て
は
９
号
線
が
第
１
次
緊
急

輸
送
路
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
平
成
31
年

度
に
は
工
事
着
手
し
た
い
。
ご
り
ん
橋
は

耐
震
化
、
架
け
替
え
、
あ
る
い
は
除
去
も

含
め
て
概
算
事
業
の
調
査
を
来
年
度
行
う
。

小
林
教
育
長

答
　

坂
ノ
上
橋
周
辺
に
は
、
箆
津
の
ハ
マ
ヒ

サ
カ
キ
群
落
が
、
日
本
海
側
の
北
限
と
い

う
こ
と
で
県
指
定
の
天
然
記
念
物
。
ま
た

坂
ノ
上
１
号
墳
と
箆
津
城
跡
が
あ
り
、
町

指
定
の
史
跡
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
看
板
、

標
柱
を
設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
１
９
７
０
年
設
置
の
ご
り
ん
橋
だ

が
、
橋
の
上
の
隙
間
か
ら
レ
ー
ル

が
２
本
見
え
る
。
２
、３
年
前
に
八
橋
地

区
の
住
民
な
ど
か
ら
改
修
要
望
が
出
て
い

る
と
思
う
。
緊
急
性
が
高
い
と
思
う
が
結

論
の
時
期
的
な
目
安
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

　
ま
た
箆
津
城
跡
、
ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
の
群

落
の
解
説
板
等
は
あ
る
が
、
９
号
線
か
ら

の
案
内
板
が
な
い
。
坂
ノ
上
橋
の
改
修
に

合
わ
せ
て
設
置
を
検
討
し
な
い
か
。

倉
光
建
設
課
長

答
　

今
現
在
、
改
修
時
期
等
々
の
期
限
に
つ

い
て
は
定
め
て
い
な
い
。

小
林
教
育
長

答
　

先
ほ
ど
の
提
案
の
よ
う
に
、
橋
の
改
修

に
合
わ
せ
て
の
検
討
事
項
か
と
考
え
て
い
る
。

琴
浦
町
の
出
生
率
は
な

ぜ
伸
び
な
い

　
　
　
出し
ゅ
っ

生し
ょ
う

率り
つ
だ
が
、
２
０
７
０
年
頃
に

は
人
口
構
成
が
老
・
中
・
青
年
が

同
じ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
生

率
の
高
い
の
が
、
先
進
国
で
は
フ
ラ
ン
ス

で
あ
り
、
国
内
で
は
岡
山
県
の
奈
義
町
で

あ
る
。琴
浦
町
と
比
べ
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

小
松
町
長

答
　

フ
ラ
ン
ス
と
の
比
較
は
非
常
に
難
し

い
。
奈
義
町
の
方
は
、
や
っ
て
い
る
こ
と

は
琴
浦
町
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
に
、

な
ぜ
違
う
の
か
解
明
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
施
策
を
比
較
し
て
大
差
が
な
い
の

に
結
果
に
差
が
あ
る
。
が
、
奈
義

町
は
平
田
オ
リ
ザ
氏
を
教
育
・
文
化
の
指

導
者
に
据
え
て
い
る
。
ま
た
湯
梨
浜
町
は

子
育
て
の
町
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
文
化
の
背
景
が
あ

る
の
で
は
。

小
松
町
長

答
　

文
化
的
な
誇
り
、
豊
富
な
施
策
の
町
の

イ
メ
ー
ジ
を
宣
伝
す
る
こ
と
、
情
報
発
信

す
る
こ
と
を
努
力
す
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

押本 昌幸　議員

坂ノ上橋

ごりん橋

ハマヒサカキ群落

箆津城跡

問 坂ノ上橋（箆津）ごりん橋（八橋）の
橋梁検査の結果は、そして周辺の文化財は

答 坂ノ上橋は平成31年度には工事着手したい。
ハマヒサカキ群落、箆津城跡の標示はしている
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一 般 質 問 一 般 質 問

自
伐
型
林
業
に
つ
い
て

　
　
　
移
住
者
や
若
者
が
他
人
の
山
を
借

り
て
伐
採
や
搬
出
を
自
ら
行
う

「
自
伐
型
林
業
」
が
全
国
の
中
山
間
地
に

広
が
っ
て
い
る
。取
り
組
み
を
考
え
て
は
。

小
松
町
長

答
　

県
内
で
は
智
頭
町
が
や
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
最
終
的
に
は
そ
の
土
地
に
定

着
で
き
る
だ
け
の
経
営
が
成
り
立
つ
の
か

ど
う
か
と
い
う
認
識
で
い
る
。

琴
浦
町
の
林
業
の
現
状
に

つ
い
て

問
　
琴
浦
町
の
基
幹
産
業
は
農
林
水
産
業
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
林
業
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

長
期
的
な
目
で
見
て
い
く

小
松
町
長

答
　

森
林
面
積
中
部
地
区
で
三
朝
町
に
つ
い

で
２
番
目
と
認
識
し
て
い
る
。
間
伐
持
ち

出
し
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
長
期
的
な

目
で
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

高
知
県
佐
川
町
の
実
例
を

ど
う
感
じ
る
か

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
後
、
森
林

の
伐
採
な
ど
請
負
い
、
月
収
が
30
万
円
程

度
。
木
材
の
売
り
上
げ
の
10
％
を
山
主
に

返
す
。
共
働
き
で
２
人
の
子
を
育
て
、
山

に
通
う
日
数
は
大
体
15
日
程
度
。
こ
う
し

た
事
例
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
。

今
後
の
研
究

小
松
町
長

答
　

全
体
の
コ
ス
ト
計
算
含
め
て
の
事
例
と

承
知
し
て
い
る
。
琴
浦
町
で
成
り
立
つ
か

ど
う
か
今
後
の
研
究
。

ス
マ
ホ
認
知
症

現
状
と
対
策
は

問
　
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
用
す
る
と
脳
に
入

る
情
報
が
過
多
と
な
り
、
情
報
処
理
の
た

め
脳
が
疲
れ
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と

い
う
症
状
が
認
知
症
に
類
似
し
て
い
る

「
ス
マ
ホ
認
知
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

琴
浦
町
の
現
状
は
。

小
松
町
長

答
　

実
際
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
あ
る
の
か

把
握
が
で
き
て
い
な
い
。
ス
マ
ホ
を
使
っ

て
認
知
症
と
い
う
こ
と
は
イ
コ
ー
ル
に
な

る
か
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
学
説
が
あ
っ

た
り
し
て
こ
れ
と
い
う
最
終
的
な
方
向
は

出
て
い
な
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
る
。

小
林
教
育
長

答
　

学
校
で
は
ス
マ
ホ
は
禁
止
、
家
庭
に
お

け
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
。
保
護
者
対

象
に
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い

て
研
修
実
施
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
認
知
症
の
症
状
に

つ
い
て

問
　
物
忘
れ
の
症
状
と
し
て
は
電
話
番
号
が

覚
え
ら
れ
な
い
、
人
の
名
前
を
忘
れ
て
し

ま
う
。
道
に
迷
う
な
ど
生
活
に
支
障
を
き

た
す
、
こ
う
い
う
症
状
が
３
、４
年
続
く

と
本
当
の
認
知
症
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

小
林
教
育
長

答
　

家
庭
の
中
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
な

ど
家
族
ぐ
る
み
で
管
理
す
る
こ
と
。
家
庭

で
テ
レ
ビ
、
メ
デ
ィ
ア
等
一
切
使
わ
な
い

で
家
庭
内
で
話
を
し
よ
う
と
い
う
期
間
を

設
け
て
い
る
。
啓
発
な
り
研
修
を
行
っ
て

い
る
。

　
　問

手嶋 正巳　議員

問 自
じ
伐
ばつ
型
がた
林業の取り組みは

答 経営が成り立つのが前提
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
内
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

運
用
に
つ
い
て

　
　
　
町
民
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
適
切
に

対
応
で
き
る
体
制
が
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　

適
切
な
対
応
が
で
き
る
体
制
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
掲
載
は
す
べ
き
で
あ
る
し
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
の
施
設
以
外
に
も
、
船
上
山
少

年
自
然
の
家
な
ど
の
県
の
施
設

や
、
民
間
の
事
業
所
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ン

ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
に
設
置
を
依
頼
し
、
24

時
間
・
365
日
・
10
分
以
内
と
い
う
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
理
想
的
運
用
を
目
指
せ
な
い
か
。

　
　
　

生
死
の
境
と
な
る
、
発
症
か
ら
10

分
と
い
う
時
間
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
埋
め
て
い
く
か
を
含
め
、検
討
し
て
い
く
。

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校

に
つ
い
て

　
　
　
旧
古
布
庄
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
４
年
か
ら
町
の
Ｈ
Ｐ
で
利

用
者
を
募
集
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
展

は
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
利
用
さ

れ
る
の
が
理
想
的
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

　
　
　

過
去
に
２
件
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
が
、
２
件
と
も
先
方
の
条

件
に
合
わ
ず
、
頓
挫
し
て
い
る
。
企
業
誘

致
は
難
し
い
。
今
後
は
、
や
は
り
地
域
の

方
々
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

認
知
症
予
防
の

総
合
施
設
の
考
え
は

問
　
町
長
は
平
成
30
年
度
琴
浦
町
予
算
編
成

方
針
の
中
で
、健
康
寿
命
日
本
一
を
掲
げ
、

わ
が
町
の
認
知
症
予
防
対
策
を
継
続
し
、

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
述
べ
て
い
る
が
、
今
年
で
15
年
目
と

な
る
「
琴
浦
町
の
認
知
症
予
防
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
運
動
」
の
集
大
成
と
し
て
、

町
内
に
あ
る
旧
校
舎
を
、
認
知
症
予
防
最

先
端
の
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

総
合
施
設
と
し
て
利
活
用
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
お
い

て
、
女
性
は
比
較
的
熱
心
だ
が
、

男
性
は
外
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

筋
力
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
近
説
遠
来
の
言
葉
の
ご
と
く
、
こ
こ

に
い
る
人
が
本
当
に
楽
し
く
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
体
系
的
に
解
決
す
る
た
め
、
次
年
度

の
予
算
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

 

※
答
弁
は
全
て
小
松
町
長

　
　問答

　
　問

答
　
　問答

答

前田 敬孝　議員

問 旧校舎を、認知症予防のための
総合施設として活用してはどうか

答 各課題を体系的に解決していくため、
次年度の予算の中で考えたい

旧古布庄小学校

まなびタウンとうはくに
設置されたAED（２F）
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一 般 質 問 一 般 質 問

国
保
の
子
育
て
支
援

　
　
　
国
保
の
子
ど
も
の
少
子
化
対
策
に

資
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
は
で
き

な
い
も
の
か
。

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
国
保
加
入
世
帯

の
子
ど
も
の
均
等
割
り
、
人
数
割
り
負
担

を
免
除
・
減
免
し
て
は
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

国
保
は
負
担
感
が
大
き
い
。
子
ど
も
が

多
い
世
帯
で
負
担
額
が
大
き
く
な
る
傾
向

は
承
知
し
て
い
る
。
今
、
県
単
位
で
の
統

一
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

検
討
す
る
の
は
今

問
　
琴
浦
町
と
し
て
ど
う
い
う
か
た
ち
で
収

め
る
か
と
い
う
制
度
設
計
す
る
の
が
新
し

い
方
式
に
な
っ
て
く
る
と
き
に
、
所
得
・

資
産
割
り
と
世
帯
及
び
世
帯
人
数
割
り
と

い
う
４
要
件
を
３
要
件
に
す
る
な
ど
と
い

う
こ
と
を
検
討
す
る
の
が
今
だ
。

材
料
を
持
っ
て
い
な
い

小
松
町
長

答
　

来
年
度
予
算
で
、
そ
れ
が
で
き
る
か
と

い
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
の
材
料
を
持
っ

て
い
な
い
。
３
要
件
４
要
件
と
い
う
話
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
県
統
一
化
と

い
う
認
識
し
か
も
っ
て
い
な
い
か
ら
、
補

足
は
担
当
課
長
に
答
え
さ
せ
る
。

大
田
町
民
生
活
課
長

答
　

世
帯
ご
と
の
状
況
を
確
認
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
税
率
は
い
い
の
か
検
討
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
り
の
軽
減
は
、
検
討

の
場
も
あ
り
、
多
子
世
帯
の
子
ど
も
の
均

等
割
り
の
軽
減
が
で
き
な
い
か
を
提
案
し

て
行
き
た
い
。

役
場
の
機
構
改
革

人
権
・
同
和
教
育
課
を

廃
止
し
機
構
改
革

問
　
役
場
の
機
構
改
革
の
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
は
、
事
業
量
が

激
減
し
て
い
る
人
権
・
同
和
教
育
課
を
廃

止
し
て
、
業
務
を
再
編
し
て
は
ど
う
か
。

　
老
朽
化
が
著
し
い
浦
安
地
区
公
民
館
を

東
伯
文
化
セ
ン
タ
ー
に
。

小
松
町
長

答
　

仕
事
が
な
く
な
っ
た
認
識
は
無
い
。

そ
の
都
度
機
構
改
革
は
し
て
い
る
。人
権
・

同
和
教
育
課
に
つ
い
て
、
そ
う
い
う
考
え

方
も
あ
る
と
思
う
が
、
仕
事
が
な
く
な
っ

た
、
軽
く
な
っ
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

い
な
い
。教

育
委
員
会
を
２
課
体
制

に
し
て
は

問
　
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
を
背
負
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
指
摘
し
た
の
は
、
教
育
委

員
会
を
２
課
体
制
に
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
具
体
的
な
提
起
な
の
だ
が
。

教
育
委
員
会
を
本
庁
舎
に

小
松
町
長

答
　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
に
あ
る
教
育

委
員
会
事
務
局
を
、
本
庁
舎
に
移
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　

私
の
そ
ば
に
置
い
て
お
く
方
が
、
す
ぐ

相
談
で
き
る
体
制
も
ひ
と
つ
の
考
え
方
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
　問

青亀 壽宏　議員

問 国保 子どもの均等割り減免を

答 県の統一を見ながら検討
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一 般 質 問 一 般 質 問

子
育
て
と
働
き
方
に
つ

い
て放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
・
環
境
改
善
を

問① 

親
た
ち
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
、
開

設
時
間
を
拡
大
す
べ
き（
特
に
夏
休
み
、

冬
休
み
等
）。

② 

児
童
ク
ラ
ブ
内
で
の
学
習
支
援
の
効
果

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
浦

安
だ
け
な
の
か
。

③ 

「
多
世
代
交
流
施
設
」
は
背
丈
の
高
い

雑
草
が
覆
い
繁
り
、
綿
毛
が
舞
い
、
ま

た
、
マ
ム
シ
等
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。
常
に
良
好
な
環
境
の
整
備
を
。

④ 

定
員
の
人
数
枠
に
対
し
、予
定
児
童
数
、

指
導
員
の
体
制
は
適
切
か
。

検
討
し
な
が
ら
考
え
る

小
松
町
長

答① 

保
護
者
の
条
件
、
事
情
は
あ
る
が
、
開

設
時
間
の
変
更
は
職
員
の
配
置
な
ど 

の

検
討
を
要
す
る
。

② 

学
習
支
援
は
、
生
活
困
窮
者
等
の
世
帯

の
子
ど
も
に
対
す
る
鳥
取
県
の
事
業
。

浦
安
は
人
数
も
多
い
の
で
実
施
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
効
果
に
は
時
間

が
か
か
る
。

③ 

施
設
管
理
は
、
施
設
の
中
の
人
た
ち
に

少
し
汗
を
か
い
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
。

④ 

面
積
要
件
、
定
員
、
指
導
員
の
人
数
と

も
適
正
に
運
営
。

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
を

問
　
近
年
、
各
地
で
子
ど
も
食
堂
が
運
営
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、

支
援
を
行
う
の
か
。

で
き
る
こ
と
に
限
り
が
あ
る

小
松
町
長

答
　

社
会
福
祉
協
議
会
の
例
で
、
子
ど
も
食

堂
が
何
を
目
的
に
し
て
い
る
か
把
握
で
き

て
い
な
い
。
町
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
限
り

が
出
て
く
る
。
賄
え
る
工
夫
が
必
要
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

相
次
ぐ
災
害
の
教
訓
を
い

か
し
て

問① 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
状
況
と
対
応

を
ど
う
す
る
の
か
。

② 

た
め
池
の
点
検
、
調
査
の
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

③ 

琴
浦
町
防
災
計
画
及
び
対
策
の
見
直
し

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

小
林
教
育
長
①

小
松
町
長
②
③

答① 

学
校
施
設
で
３
件
あ
り
、
撤
去
予
定
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
２
次
点
検
を
依

頼
。
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
も

検
討
。

② 

た
め
池
は
、
全
県
的
に
調
査
が
す
す
め

ら
れ
て
お
り
、
年
内
に
は
危
険
判
定
結

果
が
で
る
。

③ 

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
、
避
難
計
画
等

が
現
状
と
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
防

災
計
画
も
見
直
し
、12
月
に
更
新
予
定
。

福本 まり子　議員

問 放課後児童クラブの環境を良好に

答 行政サービスを今後どうするか考える

ブロック塀
（八橋小プール）

「多世代交流施設」内の浦安放課後児童クラブ
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一 般 質 問 一 般 質 問

空
き
家
・
廃
屋
対
策

　
　
　
人
口
減
少
の
中
、
増
加
す
る
空
き

家
問
題
は
全
国
的
に
深
刻
で
、
本

町
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

　
町
内
の
空
き
家
に
対
す
る
現
状
と
、
対

策
の
状
況
は
。

　
ま
た
危
険
と
化
し
た
物
件
は
、
積
極
的

に
固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を
除
外
し
、

自
発
的
に
更
地
に
し
た
場
合
に
発
生
す
る

税
金
増
加
に
対
し
て
優
遇
措
置
を
実
施

し
、
除
去
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

小
松
町
長

答
　

30
年
度
の
調
査
で
空
き
家
が
650
件
と
、

３
年
間
で
159
件
増
え
、
人
口
減
少
や
後
継

者
問
題
に
よ
っ
て
増
え
た
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
対
策
に
つ
い
て
は
解
体
経

費
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。
個
人

財
産
で
あ
る
が
解
体
を
検
討
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

固
定
資
産
税
の
話
は
、
連
動
さ
せ
な
が

ら
危
険
空
き
家
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。

対
策
計
画
を
定
め
な
い
か

問
　
大
切
な
の
は
対
策
に
向
け
、
手
立
て
を

講
じ
て
い
く
か
だ
。「
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
」
で
は
対
策
計
画
を
定
め
る
こ
と

で
社
会
資
本
整
備
交
付
金
を
活
用
で
き
る

な
ど
、
有
利
な
事
業
展
開
が
で
き
る
が
、

町
は
定
め
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

小
松
町
長

答
　

早
急
に
計
画
を
作
る
よ
う
に
指
示
し
た
い
。

同
和
対
策
事
業

減
免
措
置
の
廃
止
は 

問
　
同
和
対
策
事
業
を
見
直
す
べ
き
時
に
き

て
い
る
。
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
制
度

が
あ
る
が
、
制
度
開
始
か
ら
時
間
が
経
過

し
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
制
度
を
廃
止

す
る
考
え
は
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
を

検
証
し
な
が
ら
考
え
て
い
る
。

　
固
定
資
産
税
の
、
減
免
件
数
392
件
、
総

額
457
万
２
千
７
百
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、

特
別
措
置
法
失
効
後
は
一
般
対
策
と
し
て

長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
社
会

的
役
割
は
果
た
さ
れ
た
と
思
う
が
、
一
つ

の
区
切
り
は
つ
け
ら
れ
な
い
か
。

検
討
し
な
が
ら
進
め
る

小
松
町
長

答
　

事
業
目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
今
そ
れ
を
検
討
し
な
が
ら
事

業
は
進
め
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

差
別
解
消
に
ど
う
つ
な
が

る
の
か

問
　
固
定
資
産
税
の
課
税
の
考
え
方
は
、
固

定
資
産
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
評

価
額
に
1.4
％
を
乗
じ
て
課
税
を
す
る
税

だ
。
減
免
す
る
こ
と
が
差
別
解
消
に
ど
う

つ
な
が
る
の
か
。

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る

長
尾
人
権
・
同
和
教
育
課
長

答
　

差
別
の
現
状
が
あ
る
中
で
、
教
育
・
啓

発
は
も
ち
ろ
ん
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
施
策
の
面
で
も
減
免
を
行
う

こ
と
は
差
別
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

　
　問

一
つ
の
区
切
り
を

問

大平 高志　議員

問 危険空き家除去の推進を

答 解体補助制度を創設

徳万地内
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一 般 質 問 一 般 質 問

手
話
言
語
条
例
に

 

呼
応
し
て

　
　
　
各
種
会
合
等
で
の
、
手
話
の
普
及
、

啓
発
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

小
松
町
長

答
　

平
成
27
年
か
ら
琴
浦
町
の
手
話
通
訳
の

派
遣
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ

の
課
ご
と
で
は
な
く
、
ま
と
め
て
一
定
の
予

算
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
開
催
さ
れ

る
会
合
で
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
そ
の
必
要

性
に
応
じ
て
、
手
話
通
訳
者
へ
の
謝
金
等

を
予
算
化
し
て
い
る
。
実
績
と
し
て
平
成

27
年
に
５
回
、28
年
に
６
回
、29
年
に
６
回
、

手
話
奉
仕
員
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
熱
中
小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
が
あ
っ
た
が
、町
主
催
の
事
業
、

せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
手

話
通
訳
派
遣
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

町
長
な
り
の
基
準
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
、

県
の
手
話
言
語
条
例
に
も
呼
応
し
て
、
障

が
い
の
あ
る
方
で
も
受
講
で
き
る
状
況
を

つ
く
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

小
松
町
長

答
　

必
要
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
児
童
生
徒
の
手
話
へ
の
取
り
組
み

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
変
化
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
ら
れ
る
か
。

小
林
教
育
長

答
　

う
ち
の
孫
も
手
話
ク
ラ
ブ
に
入
り
、

帰
っ
て
き
て
話
し
て
く
れ
る
。
す
べ
て
の

生
徒
が
、
日
常
生
活
の
中
で
手
話
を
使
っ

て
い
る
か
ど
う
か
別
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

は
動
作
も
含
め
て
興
味
を
持
っ
て
学
習
し

て
い
る
。

　
　
　
情
緒
教
育
、
社
会
教
育
、
と
い
う

観
点
か
ら
考
え
を
伺
う
。

小
林
教
育
長

答
　

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
世
の
中
に
は
お
ら
れ

る
。
聴
覚
障
が
い
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
障
が
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
様
々
な
福
祉
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会

を
子
ど
も
た
ち
は
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
全
国
に
先
駆
け
て
、
手
話
言
語
条

例
を
鳥
取
県
が
制
定
し
た
背
景
も

踏
ま
え
、
議
員
と
執
行
部
と
傍
聴
者
の
３

者
で
成
り
立
つ
議
場
に
、
手
話
通
訳
は
必

要
か
否
か
。

小
松
町
長

答
　

議
会
と
し
て
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
映
像
の
な
か
に

入
れ
る
と
い
う
話
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
検

討
す
る
。

防

犯

対

策

　
　
　
児
童
・
生
徒
・
女
性
・
お
年
寄
り
・

弱
者
を
見
守
る
一
つ
の
手
段
と
し

て
、防
犯
カ
メ
ラ
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　

緊
急
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
な
い
が
、

新
た
な
技
術
を
入
れ
て
い
か
な
い
と
、
今

の
人
口
減
少
に
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

本
議
会
議
場
に
は
、
マ

イ
ク
の
音
声
だ
け
を
拾

う
「
磁
気
ル
ー
プ
」
が

あ
り
、
利
用
で
き
る
。

角勝 計介　議員

問 手話の普及・啓発活動は
どうなっているか

答 必要に応じて対応
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一 般 質 問 一 般 質 問

安
心
・
安
全
に
つ
い
て

防
災
会
議
の
開
催
は

問
　
町
の
防
災
計
画
つ
い
て
、
防
災
会
議
の

開
催
状
況
と
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
発
行
予

定
と
検
証
や
見
直
し
な
ど
、
計
画
的
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
を
ふ

ま
え
て
本
町
行
政
と
し
て
の
対
応
は
。

小
松
町
長

答
　

防
災
計
画
を
つ
く
る
に
あ
た
り
防
災
会

議
は
ま
だ
開
催
し
て
い
な
い
。
８
月
に
防

災
会
議
委
員
の
委
嘱
を
し
た
の
で
、
早
急

に
会
議
を
開
催
し
地
域
防
災
計
画
を
検
討

す
る
。
あ
わ
せ
て
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改

定
発
行
し
た
い
と
思
う
。

　

災
害
の
警
戒
態
勢
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
県
の
方
か
ら
情
報
と
し
て
災
害
状

況
、
雲
の
動
き
、
土
壌
雨
量
指
数
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
届
く
。
そ
れ
ら
を
見

な
が
ら
、
音
声
告
知
放
送
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
注
意
喚
起
し
て
避
難
所
の
開
設

と
職
員
の
配
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る
役
割
は

問
　
防
災
訓
練
な
ど
の
計
画
と
公
助・共
助・

自
助
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
と
災
害
時
に

お
け
る
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

小
松
町
長

答
　

本
年
度
は
、
火
災
関
連
の
訓
練
を
実
施

す
る
。
火
災
時
避
難
訓
練
だ
が
や
は
り
避

難
と
い
う
こ
と
が
第
一
だ
と
思
う
。
頭
で

考
え
る
よ
り
行
動
し
て
み
る
と
わ
か
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
る
。
通
常
時
で
公
助
と
し

て
の
訓
練
だ
と
思
う
。

　

共
助
、
自
助
と
い
う
こ
と
で
は
、
地
域

で
の
防
災
計
画
と
訓
練
だ
と
思
う
。
災
害

時
で
の
公
助
は
活
動
量
が
限
ら
れ
て
お

り
、
共
助
と
自
助
に
よ
る
取
り
組
み
が
有

効
で
あ
る
。

小
林
教
育
長

答
　

小
・
中
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
防
災
計

画
を
策
定
し
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
年

間
多
い
と
こ
ろ
で
は
５
回
程
度
実
施
し
て
、

火
災
と
地
震
の
避
難
訓
練
で
は
消
防
署
と

連
携
を
し
て
い
る
。
災
害
時
で
は
、
ま
ず

は
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
、
そ
し
て
保
護

者
へ
の
引
き
渡
し
に
な
る
と
思
う
。

農
林
水
産
業
の

 

振
興
に
つ
い
て

　
　
　
農
業
総
生
産
額
は
合
併
時
に
約

100
億
円
だ
が
、
現
在
の
総
生
産
額

と
主
要
作
物
な
ど
の
状
況
お
よ
び
今
後
の

課
題
は
。小

松
町
長

答
　

平
成
12
年
108
億
円
か
ら
平
成
28
年
は

98
億
円
と
、
農
業
総
生
産
額
は
減
少
を
し

て
い
る
。

　

野
菜
、
乳
牛
な
ど
で
生
産
額
が
上
が
っ

て
い
る
が
、米
、果
実
、肉
用
牛
で
下
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
新

た
な
品
目
が
少
し
ず
つ
伸
び
て
き
て
い
る
。

　

農
家
戸
数
の
減
少
と
農
業
従
事
者
は
60

代
か
ら
70
代
が
増
加
傾
向
で
、
後
継
者
不

足
が
大
き
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

課
題
は
新
規
就
農
者
及
び
担
い
手
の
育
成

と
確
保
で
あ
る
。

　

今
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
、
農
業
に
限
ら
ず
後
継
者
の
育
成
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
　問

川本 正一郎　議員

問 地域防災計画・対策の
見直しを

答 早急に防災会議を開催
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一 般 質 問 一 般 質 問

海
蔵
寺
坂
（
町
道
高
野

線
）
の
改
良
・
拡
張

　
　
　
海
蔵
寺
坂
は
、
赤
碕
小
学
校
の
通

学
路
と
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
半

数
が
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
坂
は
車
の
す

れ
違
い
も
ぎ
り
ぎ
り
な
ほ
ど
狭
く
、
冬
は

凍
結
し
危
険
な
坂
と
な
る
。
子
ど
も
達
の

安
全
は
守
れ
る
の
か
。

河
川
改
修
は
難
し
い

小
松
町
長

答
　

50
年
前
も
あ
の
状
態
で
、
物
理
的
に
河

川
改
修
し
づ
ら
い
河
川
で
あ
る
。
冬
場
は

凍
結
し
て
、
私
も
滑
り
な
が
ら
通
っ
た
記

憶
が
あ
る
。
河
川
改
修
と
い
う
の
は
多
大

な
予
算
が
か
か
る
の
で
な
か
な
か
難
し
い

と
思
う
。河

川
改
良
・
道
路
拡
張
の

考
え
は

問
　
危
険
な
坂
の
道
路
を
拡
張
し
た
り
水
路

を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と

考
え
る
。
高
額
な
費
用
が
か
か
る
と
い
う

話
し
で
は
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
命
に

は
か
え
ら
れ
な
い
。

小
松
町
長

答
　

50
年
間
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は

何
か
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
あ
っ
て
の
こ

と
。
必
ず
こ
こ
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

赤
碕
漁
業
振
興

漁
獲
量
増
加
対
策
は

問
　
琴
浦
の
海
は
大
切
な
資
源
で
あ
る
。
赤

碕
港
の
水
揚
げ
は
、
10
年
間
で
36
・
３
％

も
減
少
し
て
い
る
。
加
え
て
、
燃
料
も
高

騰
し
て
お
り
、
漁
師
の
方
は
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
。
対
策
が
必
要
だ
が
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
か
。

支
援
も
し
て
い
く

小
松
町
長

答
　

漁
獲
量
の
減
少
は
承
知
し
て
い
る
。
県

の
事
業
も
使
い
な
が
ら
、
漁
業
者
の
支
援

や
、
単
価
の
高
い
キ
ジ
ハ
タ
、
サ
ザ
エ
、

ア
ワ
ビ
な
ど
を
放
流
す
る
と
い
う
増
産
体

制
へ
の
支
援
も
引
き
続
き
し
て
い
く
。

磯
や
け
に
つ
い
て

問
　
琴
浦
の
海
は
海
藻
が
少
な
い
、
磯
や
け

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
海
ま
で
届
い
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
下
水
道
の
処
理

水
に
原
因
が
あ
る
の
か
。
海
藻
を
植
え
付

け
る
と
い
う
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

探
求
し
て
い
く

小
松
町
長

答
　

磯
や
け
は
今
に
始
ま
っ
た
話
で
は
な

い
。
生
活
排
水
、
下
水
道
処
理
水
、
農
薬

な
ど
そ
れ
だ
け
が
原
因
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

　

専
門
家
の
指
示
に
従
っ
て
何
が
で
き
る

か
を
探
求
し
て
い
く
。

町
長
の
政
治
姿
勢
は

期
待
に
応
え
て
い
る
か

問
　
９
月
ま
で
の
実
績
は
数
多
く
の
も
の
が

あ
る
。
町
長
自
身
の
考
え
は
。
町
民
の
期

待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い

る
か
。

評
価
は
住
民
目
線
で

小
松
町
長

答
　

自
己
評
価
は
現
段
階
で
は
何
か
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。 

基
本
は
や
は
り

住
民
目
線
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問

井木 裕　議員

問 海蔵寺坂の改良を

答 改修工事の
しづらい場所で難しい
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一 般 質 問 一 般 質 問

子
育
て
複
合
介
護

個
人
や
世
帯
に

の
し
か
か
る
重
い
塊
は

問
　
個
別
の
支
援
か
ら
地
域
支
援
ま
で
多
様

な
支
援
活
動
を
行
う
中
、
非
常
に
多
く
の

人
が
育
児
と
介
護
の
両
立
で
苦
労
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
の
在
宅
医
療
や
在
宅

看
護
に
関
す
る
課
題
、
子
ど
も
の
障
が
い

や
教
育
に
関
す
る
課
題
、
自
分
や
家
族
の

仕
事
の
継
続
に
関
す
る
課
題
が
複
合
し
た

状
況
に
対
処
で
き
な
い
。
疲
弊
し
て
い
る

姿
、
ま
た
、
人
を
支
え
る
支
援
者
も
ま
た

家
族
的
に
複
合
す
る
課
題
を
抱
え
、
悩
み

苦
し
ん
で
い
る
個
人
並
び
に
家
族
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。

① 

子
育
て
複
合
課
題
、
こ
の
多
重
ケ
ア
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
町
長
と
教
育
長
は

対
処
し
て
い
る
の
か
。

② 

平
成
26
年
、
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推

進
法
が
成
立
し
、
27
年
４
月
、
介
護
保

険
制
度
の
中
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
明
文
化
さ
れ
、
３
年
間
８
項
目
の

地
域
支
援
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
本
来
の
目
的
か
ら
す
れ

ば
、
も
っ
と
多
く
の
関
連
、
諸
領
域
と

の
連
携
、
協
働
で
き
る
内
容
に
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
医
療
・
介

護
等
福
祉
、
子
ど
も
の
教
育
、
雇
用
関

連
領
域
と
横
断
的
に
支
援
で
き
る
人
材

の
育
成
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③ 

家
族
の
複
合
課
題
と
し
て
、
東
京
都
江

戸
川
区
で
は
、
社
協
が
24
時
間
365
日
、

医
療
・
介
護
及
び
関
連
相
談
を
設
置
し

た
「
な
ご
み
の
家
」。
月
１
回
の
子
ど

も
食
堂
、
毎
週
土
曜
日
に
無
料
学
習
塾

も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
琴
浦
町
の
子
育

て
複
合
課
題
（
多
重
ケ
ア
）
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

小
松
町
長

答
　

複
合
介
護
（
家
族
を
襲
う
多
重
ケ
ア
）

に
つ
い
て
は
、
役
場
だ
け
で
は
な
く
、
社

協
に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

小
林
教
育
長

答
　

福
祉
の
専
門
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も

が
落
ち
つ
い
て
学
校
生
活
、
家
庭
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

藤
原
福
祉
あ
ん
し
ん
課
長

答
　

ケ
ア
マ
ネ
と
医
療
機
関
、
最
近
で
は
薬

剤
師
会
と
連
携
、
第
７
期
介
護
保
険
計
画

で
８
項
目
を
達
成
さ
せ
た
い
。

　

国
の
包
括
的
支
援
体
制
整
備
構
築
事
業

で
、
平
成
28
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
ひ
き

こ
も
り
、
多
重
債
務
、
失
業
等
、
社
協
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
郷
の
駅
」
拠
点
整
備

　
　
　
古
布
庄
「
郷さ
と

の
駅
」
拠
点
整
備
に

つ
い
て
新
た
な
複
合
機
能
（
小
さ

な
拠
点
）
構
想
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

小
松
町
長

答
　

中
山
間
地
の
拠
点
と
い
う
こ
と
で
検
討

す
る
。

　
　問

問 子育て複合課題は
（家族を襲う多重ケア）

答 町と社協でサポート
桑本　始 議員

広島県三次市にある「川西郷の駅 いつわの里」
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議会報告会

７月19日と20日に、議会報告会を開催しました。

主なご意見
○�議会の流れの説明ではなく、議会は住民のためにどんなことをしている
のか、何をしてくれるのかを報告して欲しい。
○�滞納問題調査特別委員会では、どういった調査を行うのか。
○�２月の区長会で「防災マニュアル」は作成中と聞いたが、いつできるのか。
○�議会だよりに全会議の議員出席状況を載せて欲しい。
○�いじめの問題はどうなっているのか。
○�総合公園（どんぐりひろば）のトイレはいつできるか。
○�八橋立石・ガーデンヒルズ立石台の下水道整備事業について、条例上29
万円負担となっている。下水道整備計画について、町民に納得できる説
明をして欲しい。
○�小中学校のエアコンについて、なるべく早く設置を。
○�今日の会の参加者が少ないのは、関心がないからでは。会の在り方を検
討して欲しい。
○�議場でのマイクの使い方が悪い。使い方の工夫が必要。（声が小さい）
○�投票率が低かったのは、悪天候もあるが、選挙運動をしっかりしたのか。
○�婚活事業にもっと（メディアを使って）予算をかけるべきでは。
○�選挙投票日（時期）を変更すべきでは。
○�除雪車を増やして欲しい。
○�企業誘致にもっと力を入れるべきでは。
○�八橋の川が汚い。水質調査をして欲しい。

琴浦町議会政治倫理条例を制定
議会基本条例（平成29年12月改正）から

見直すべき課題として次の３点があった。
課題①　�議員という職責の固有の権利・権限である議会の自主権、自立権と町政課題・政策的問題を明確に区別して、

住民・有権者の町政への積極的参加を保障する仕組みづくり。
課題②　選挙で選出される議会の主要な役職の倫理規定の明確化
課題③　町の補助金で運営される各種団体・組織への議員の参加基準の明確化
政治倫理規定の明確化については、条例の制定に向けて議会運営委員会で引き続き調査研究を行う。

琴浦町議会政治倫理条例（平成30年９月20日制定）
条例のポイント
　（政治倫理基準）
第３条　議員は、次に掲げる政治倫理基準（以下「倫理基準」という。）を遵守しなければならない。
　　⑴　議員の品位と名誉を損なう行為により、町民の議会に対する信頼を損ねないこと。
　　⑵　議員の地位を利用して公正を疑われるような金品を授受しないこと。
　　⑶　�町及び本町行政と密接な関係のある法人（以下「町等」という。）が行う許認可等の処分若しくは行政政指

導又は工事請負契約、業務委託契約、物品納入契約その他の契約（以下「工事請負契約等」という。）に関し、
特定のもののために不正な働きかけをしないこと。

　　⑷　町職員の採用、昇任、降任、異動その他の人事について、影響力を行使しないこと。
　　⑸　�政治活動に関して、政治的又は道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受けないものとし、議員の後援団

体についても同様に取り扱わせるよう措置すること。
　　⑹　�町等の職員の公正な職務遂行を妨げ、又はその権限若しくは地位による影響力を不正に行使するよう働きか

けをしないこと。
　２　�前項に規定する倫理基準の運用に当たっては、議員の正当な活動を制限することのないよう留意しなければな

らない。

琴浦町では 「琴浦町職員に対する提言等への対応に関する取扱要綱」を今年９月に制定。
本文は議会ホームページに掲載。

まなびタウン多目的ホール７
� 20

分庁舎多目的ホール ７
� 19
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町 民 の 声（移住定住）敬称略

　

モ
ン
ゴ
ル
国
中
央
県
の
出
身
で
す
。

　

鳥
取
県
は
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
が

あ
り
、
県
と
の
提
携
で
２
０
０
３
年

に
農
業
研
修
生
と
し
て
来
日
し
、
関

金
に
あ
る
農
業
大
学
校
を
は
じ
め
、

北
栄
町
、
日
南
町
な
ど
で
研
修
を
積

み
ま
し
た
。
農
業
大
学
校
で
は
宿
泊

し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
農
業
を
と
お
し
て
自
然
や
人

の
や
さ
し
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
健

康
を
考
え
た
食
べ
物
な
ど
が
と
て
も

気
に
入
り
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
鳥
取
県
で
い
う
と

農
業
試
験
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
勤

め
て
い
ま
し
た
。

　

夫
と
は
、
夫
が
モ
ン
ゴ
ル
で
仕
事

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
モ
ン
ゴ

ル
と
の
親
善
協
会
等
で
会
う
機
会
が

あ
り
、
そ
ん
な
縁
で
２
０
０
５
年
に

結
婚
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
小
学
校
６
年
生
に
な
り

ま
す
。
休
日
は
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
に
振
り
回
さ
れ
て
忙
し
く
し
て
い

ま
す
が
、
楽
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
琴
浦
町
の
国
際
交
流
協
会

の
方
か
ら
料
理
教
室
の
案
内
が
あ
り
、

出
か
け
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
料
理
は

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
肉
を
主
と
し
た
料
理

が
多
い
で
す
。

　

多
く
の
人
と
触
れ
合
う
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

�
大
橋
チ
ュ
カ　
（
浦
安
）

　

私
た
ち
が
家
族
旅
行
で
こ
こ
東
伯

を
訪
れ
た
の
は
も
う
25
年
も
前
の
こ

と
で
す
。

　

山
と
海
に
囲
ま
れ
、
空
気
と
水
が

澄
ん
で
い
て
、
夜
に
は
た
く
さ
ん
の

星
が
見
え
る
こ
の
町
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
子

ど
も
達
を
育
て
な
が
ら
の
ん
び
り
暮

ら
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
翌
年
、

滋
賀
県
の
彦
根
市
か
ら
引
っ
越
し
て

来
ま
し
た
。

　

30
代
前
半
の
私
た
ち
夫
婦
が
幼
い

子
ど
も
達
を
連
れ
て
、
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
土
地
に
移
住
す
る
と
い
う
こ

と
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

友
達
も
い
な
い
こ
の
町
で
暮
ら
し

て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
関
西
か
ら

出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ち

ら
の
方
言
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
も
今
で
は
す
っ
か

り
こ
の
土
地
に
慣
れ
親
し
み
、
沢
山

の
友
人
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
家
で
は
関

西
弁
で
す
が
、
一
歩
外
に
出
る
と
東

伯
弁
で
話
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
子

は
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
ま
し
た
が
、

「
故
郷
は
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
鳥

取
県
の
琴
浦
町
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
の
助
け
と
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
た
ち
が

あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
何
か
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
て

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
な
と
願
っ
て
い

ま
す
。

ス
エ
イ
シ
ー
・
ロ
ド
ニ
ー
＆
ゆ
か
り　

�

（
下
大
江
）

あ
と

　 

が
き

　

西
日
本
豪
雨
に
み
る
大
雨
の
脅
威
、

北
海
道
地
震
に
み
る
電
力
依
存
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

さ
。「
鳥
取
は
大だ

い

山せ
ん

さ
ん
の
お
か
げ
で
」

と
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
事
態
も
お
き

た
。
台
風
24
号
が
町
内
で
一
人
の
命
を

奪
っ
た
。
50
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か

な
ど
と
安
易
に
か
ま
え
て
い
る
場
合
で

は
な
い
。
こ
れ
か
ら
毎
年
何
が
起
き
る

の
か
予
測
不
能
だ
が
、
防
災
対
策
が
後

追
い
に
な
る
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
災
害

が
大
き
な
爪
痕
を
残
す
。
未
曽
有
の
事

態
に
備
え
て
、
個
々
で
も
日
ご
ろ
か
ら

対
応
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
る
。�

（
ま
り
子
）

こ
と
う
ら
バ
ス
海
岸
線
と

�

山
川
木
地
の
災
害
現
場

�

（
撮
影
／
押
本
昌
幸
）

表
紙
写
真

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　

澤
田　

豊
秋

�

副
委
員
長　

角
勝　

計
介

�

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

�

委
員　
　
　

押
本　

昌
幸

�

委
員　
　
　

福
本
ま
り
子

�

委
員　
　
　

前
田　

敬
孝

前列左からロドニー、ゆかり、子どもと孫たち

日
本
で
琴
浦
で
暮
ら
す

世界の料理で国際交流
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